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識に焦点を当て Liability of foreignness に着目した Uppsala Model により、現地市場を理解した上で海






















2.2 資源ベース理論（Resource Based View）

































































（Chang and Rosenzweig ,2001）という指摘があるとおり、海外進出を一過性の物と













Beamish et al., 2006, p1）。本研究の対象は海外直接投資、企業買収、ジョイントベン
チャーを含んだ海外に拠点を設ける形態の進出とし、輸出、ライセンシング、フラン
チャイズ、資本を含まないアライアンスは研究対象としていない。
海外進出に関連する研究は Web of Science で”international business”と検索するだ











自社が海外進出を検討する際のフレームワークとして、Dunning は OLI フレームワ
ークを提要している。OLI フレームワークは、「内部化（Ownership specific advantage）、







また、「海外進出を行う企業は liability of foreignness（外国企業であるからこその






























ただし、経済産業省の第 43 回 海外事業活動基本調査（2013 年 7 月調査）によれば海























































































































































































































































表 2 依存平均値の高い産業（上位 3 産業）
12
顧客企業データ
研究対象の計 59 社の TSR データに掲載されている売先のうち先出 3 社を主要顧客企
業（以下、顧客企業）と定義した。顧客企業 3 社の中に自社子会社、海外企業が掲載

























自動車車体業界は、2013 年版主要自動車部品 255 品目の国内における納入マトリッ
クスの現状分析（総合技研）から、完成車メーカー11 社に対して何社販売しているか




















た。なお、海外進出経験数は各社ごとに最小 0（進出 1 か所）、最大 79（進出 80 か所）
まで数字のばらつきがある事から、対数を取ることする。
海外進出経験（対数） ＝ )1log( eFDI
4.4 コントロール変数
企業が海外進出する際には、本国と進出先国との差異を認識する必要があり、その









（権力格差）, Individualism（個人主義） , Masculinity（男性らしさ、女性らしさ） ,
Uncertainty Avoidance（不確実性回避）,（G・ホフステッド ,2013）の４つが利用され
ている（R. Chakrabarti S. Mukherjee Narayanan Jayaraman, 2009）。現在のホフステ
ッド指数は THE HOFSTEDE CENTRE より前述の 4 つに加え Pragmatism（実利主義）,














易かを示す指数として Heritage Foundation がウェブサイトに公表している 2013 Index
of Economic Freedom に掲載されている”Business Freedom”を利用する。Business
Freedom は 0～100 の指数で表されており、100 が最もビジネス自由度が高いとしてい
る。




は WorldBank の GDP per capita(current US$)から 2013 年のデータを採用した。なお、
対象国の一人あたり GDP は最大$84,815、最少$1498 と大きくばらつくことから、対数
をとることとした。
一人あたり GDP（対数） ＝ )1GDPlog( 一人あたり
５．定量分析






各海外拠点数はベアリングが 193 拠点（18 社）、車体が 552 拠点（41 社）となって








両業界の 1 社の海外進出経験数（海外拠点-1）の分布は図 3 の通りであり、ベアリ
ングは 2 以下、車体は 2-4 が最も多く、海外経験豊富な企業が多いとは言えない。両















追随型海外進出は 248 拠点（ベアリング 74 拠点（うち上場 62 拠点）、自動車車体 174







ベアリング企業 18 社、海外進出 193 件に対象を絞りこんだ分析を行った。ベアリン


























exp_log 193 2.521201 1.34411 0 4.382027
u_med~n 193 .8497409 .3582545 0 1
eiretsu 193 .8290155 .3774746 0 1
les2013 193 3.80e+08 2.52e+08 719662 6.22e+08
gdp_log 189 9.573757 1.094397 7.313134 11.11928
essfr~m 193 70.09482 20.46717 37.3 98.9
hofs 192 13.6663 2.499783 8.17 20.91
w_man~5 193 .3834197 .4874837 0 1
ariable Obs Mean Std. Dev. Min Max
xp_log 0.0228 -0.1858 -0.1767 -0.1679 0.7390 0.6499 0.6122 1.0000
_med~n 0.0530 -0.0419 0.0633 0.0809 0.6120 0.9414 1.0000
iretsu 0.0847 -0.0518 0.0763 0.0802 0.6517 1.0000
es2013 0.1079 -0.1509 0.1217 0.1388 1.0000
dp_log 0.0825 0.1321 0.8909 1.0000
ssfr~m -0.0173 0.2542 1.0000
hofs -0.0375 1.0000
_man~5 1.0000























Robust standard errors in parentheses
*** p<0.01, ** p<0.05, * p<0.1
5.2.2 結果
図 7 の Model 1 は、コントロール変数のみを対象とした分析であり、Full Model は
































自動車車体企業 41 社、海外進出 552 件に絞りこんだ分析を行った。自動車車体企業
のデータ全体像は図 8 の通りである。一人あたり GDP は 22 データの欠落があるが、
データの取得が出来なかった為である。対象データの 93%が協力会に加盟している。







exp_log 552 2.099599 1.041103 0 3.970292
hanyou_med~n 552 .6431159 .4795147 0 1
keiretsu 552 .9347826 .247133 0 1
sales2013 552 2.58e+08 2.80e+08 8358338 1.03e+09
gdp_log 530 9.38874 1.103275 7.313134 11.34824
businessfr~m 552 69.3933 19.98509 37.3 98.9
hofs 552 14.20232 2.16273 8.15 20.91
follow_man~5 552 .3152174 .4650238 0 1
Variable Obs Mean Std. Dev. Min Max
図 9
exp_log -0.2281 -0.2455 -0.1579 -0.1004 0.4496 0.1367 0.1054 1.0000
hanyou_med~n 0.1523 -0.0447 -0.0217 -0.0181 0.0972 0.3601 1.0000
keiretsu -0.0322 0.0006 0.0665 0.0730 0.2087 1.0000
sales2013 0.0478 -0.0378 0.1393 0.2208 1.0000
gdp_log -0.0364 0.3403 0.8522 1.0000
businessfr~m -0.0867 0.4784 1.0000
hofs 0.0027 1.0000
follow_man~5 1.0000























Robust standard errors in parentheses
*** p<0.01, ** p<0.05, * p<0.1
5.3.2 結果
図 10 における Model 1 は、コントロール変数のみを対象とした分析であり、Full






















































































日本トムソン株式会社は、東証一部上場のベアリングメーカーで、2014 年 3 月期連
結決算の売上高は 392 億円、従業員 1,451 名の会社である。過去 5 年間の売上高推移は








































HIWIN、INA、Bosch-Rexroth、Schneeberger が 7 強であ
のシェアを持っている。
有価証券報告書では製品ごとのセグメント情報の掲載は
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